
平成２１年度第１０回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨 

 

[日 時]  平成２１年 １月５日（火） １５：００～１７：００ 

[場 所]  琉球大学医学部管理棟 小会議室 

[参加者]    ５名：上江洲富夫（沖縄県骨髄バンクを支援する会代表）、 

高橋 慶行（県立中部病院）、上原忠司（那覇市立病院外科）、 

幸地 周（北部地区医師会）、仲宗根民男（沖縄県健康増進課成人保健班）、 

長井 裕（琉大病院産婦人科）、増田 昌人（琉大病院がんｾﾝﾀｰ）、 

[欠席者] ４名：蔵根 瑞枝（沖縄県健康増進課成人保健班）、 

  渡嘉敷通之（沖縄県保健体育課課長）、吉田祐子（患者） 

[陪席者] ４名：嘉陽俊和（AIG スター生命）、大浜博文（ソニー生命） 

城間駒生（琉大病院がんセンター）、三木 雅貴（患者家族） 

 

議題に先立ち、第９回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨が承認された。 

 

[報告内容] 

１．学生向け子宮がんに関する講演会 アンケート集計結果について 

  資料２に基づき、高橋委員より１２月１１日（金）に北部看護学校で開催された子宮 

がんに関する講演会について説明があった。アンケート結果より、「今後は検診を受け 

ようと思った」等の感想や、「土日の受診も可能にしてほしい」などの意見が寄せられ 

た。 

 

２．離島圏（石垣島）での一般向け講演会について 

  仲曽根委員より、離島圏（石垣島）での講演会については沖縄県を主体として進め、 

開催日は平成 22 年 2 月 6日（土）に琉大病院 医学科 器官病態医科学講座女性・ 
生殖医学 助教  久高 亘先生が講演者として選定されたと報告があった。また今後、 
決定事項があった場合は、次回の部会にて報告する事が伝えられた。 
 

３．リレーフォーライフ実行委員会について 

第２回リレーフォーライフ 2010 へ参加・準備するにあたり、当日どのような形式で 

普及啓発活動を行うのかが話合われた。その結果、以下の事について行うことが承認 

された。 

（過去に承認されたものも含む） 

 がん情報に関する冊子やチラシの配布ポスターの掲示を行う 
 子宮がんワクチンや乳がん検診についてのＤＶＤを上映する 
 各種がん疾患のキーワードを収集したＤＶＤを作成し、上映する 
 子宮頸がんと大腸がんをテーマとした講演会を行う 
 当日参加する委員のスケジュール調整を行う（事務担当より調整の連絡を行う） 



[ 協議事項 ] 
１．次年度がん検診キャンペーンＰＲについて 
前回承認された「大腸がん」のテーマに基づき、今回はそのＰＲ方法について協議がお行

われた。協議では先ず、県や企業ごとに検診結果や検査経過後について調査や・申請が行

われているのかが問われ、その結果によって検診率の低い県内大手企へ出向き検診の為の

研修会を行ってはどうかと提案があった。 
（大手企業については、経営者協会に加盟している企業より抽出する） 
また、県内の市町村別に検診受診率をグラフ化したものをホームページにて公開してはど

うかとの提案も挙がったが、個人情報保護法により、情報の入手が極めて難しいため、承

認までには至らなかった。 
また、一般向啓発活動けとして、企業とタイアップし、ポスターや標語・作文など公募作

品コンテストを実施してはどうかとの意見については、今後引き続き協議されることとな

った。 
 
２．協議会ホームページ内容の充実について 
協議会ホームぺージについて上原委員より、医療者専用と患者さん専用のページを分別し、

内容についても再度精査を行うことが伝えられた。本日は協議するまでには至らず、今後

は、上原委員と吉田委員を中心に作成を進めていくことが報告された。 
 
３．緩和ケア研修会 離島圏（宮古島）での一般向け講演会について 
普及啓発部会より、２月１４日と２８日の緩和ケア研修会の際に一般向け講演会を行って

はどうかという立案については、既に緩和ケア部会より、講演会スケジュール（予定）が

組まれていたため、立案を取り下げする事で全会一致した。 
 
４．インターネットを利用できない人のための情報提供手段の構築について 
事務担当 城間より、無料医療情報紙（ココル）を利用し、一般向けにがん情報提供して

はどうかとの提案が挙がった。有料ページにに関しては今回保留とし、先ずは無料のペー

ジへの広告を掲載することが承認された。 
 
５．次年度事業計画について 
（今回、他の協議内容が延長したため、次回審議予定） 
 
６．地域発がん対策市民協働プログラムとの連携について 
資料８に基づき、三木雅貴氏（患者家族及びがん患者ゆんたく会幹事会委員）より、「地域

発：がん対策市民協働プログラム」へ採用されたプロジェクト「『がんかわら版』出前屋」

についての説明が行われた。 
このプロジェクトは情報不足になりやすい島部・離島の方々に「かわら版」でがん予防・

対策の情報を届けることで、啓発を促し、ネットワーク形成することを目的としており、



今後は普及啓発部会で支援していくことが承認された。 
 
７．沖縄地域情報の改訂版作成について 
（今回、他の協議内容が延長したため、次回審議予定） 
 
８．次回の日程について 
  次回第１１回普及啓発部会・・・２月２日（火）１５時～小会議室（予定） 

 


